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※セミナーご出席の際は必ずマスクの着用をお願いします。
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近年、深層学習を用いて学習を行った人工知能は、従来
の方法で学ばせたものよりも高いパフォーマンスを発揮し
てきている。
発展可能性は無尽蔵であるように感じられ、また、その数
理的理解も徐々に進んできている。
Imaizumi-Fukumizu(2019)は、線形近似と深層学習を比
べた場合、深層学習が不連続関数の推定に有利であるこ
とを示しており、更に、Suzuki(2019)は、滑らかさが非一様
な関数の推定に対しても深層学習が有利であることを示し
ている。

従って、不連続関数、特に階段関数への収束問題を考え
ることが、深層学習の数理的構造の抽出に適しているよう
に見受けられる。
一方で、今までの先行研究において、ブラックボックスと言
われている「重みとバイアス」そのものに着目した純粋数学
的洞察があまり存在しないように見受けられる。そこで本
講演では、そういった「重みとバイアス」そのものに対する
数理的構造の理解、特に、関数空間を一切用いない「各点
収束定理」の構築を紹介する。
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